（未来へひろがる数学）

１章 式の展開と因数分解
指導時期　２学期制：４月～６月上旬，３学期制：４月～６月上旬　   配当時間：１８時間
	目標
	式を扱いやすい形に変える方法として，展開したり，因数分解することを理解し，式を見通しをもって効率的に活用できるようにする。
そのために，

ア．多項式と単項式の乗除について理解し，多項式の積の展開のしかたについて理解する。
イ．乗法公式を用いて，一次式の積の展開ができるようにする。
ウ．数の素因数分解の意味と多項式を因数分解することの意味を理解し，共通因数をとり出したり，乗法公式を用いたりして因数分解ができるようにする。
エ．問題解決に式の展開や因数分解を利用することができるようにする。

	節
	項
	指 導 内 容
	用語・記号
	指導

時数

	１

多

項

式

の

計

算

(7)
	1 式の乗法，除法
A(2)ア，イ
	☆実際の問題を解決するために表された式から，扱いやすい形に変えることに見通しをもつ。
◎多項式と単項式の乗法，除法

◎(a+b)(c+d)の形の式の展開

○(２項式×３項式)を展開すること


	展開
	４

	
	2 乗法の公式
A(2)イ
	◎(x+a)(x+b)の展開とこれを用いる式の展開
◎平方公式とこれを用いる式の展開

◎和と差の積の公式とこれを用いる式の展開

○乗法の公式を組み合わせて，式を簡単にすること


	
	３

	２

因

数

分

解

(6)
	1 素因数分解
A(2)イ
	◎整数における，因数と素数の意味

◎整数を素因数分解すること


	因数，素数，素因数，素因数分解
	１

	
	2 因数分解
A(2)イ
	◎式の因数と因数分解の意味

◎共通因数をとり出して因数分解すること

◎和と差の積の公式，平方公式を利用して因数分解すること

◎(x+a)(x+b)の公式を利用して因数分解すること

○共通因数をとり出し，さらに公式を利用して因数分解すること
	因数，因数分解
	５

	
	
	数学展望台「パズルで因数分解！」
	
	

	3

式

の

計

算

の

利

用

(3)
	1 式の計算の利用
A(2)
	◎問題解決に式の因数分解を利用すること

◎問題解決に式の展開を利用すること

○式を変形してから式の値を求めること

○式の計算を利用して，整数の性質や図形の性質を証明すること


	
	３

	章

末

(2)
	基本のたしかめ
	
	２

	
	章末問題
	
	

	
	数学展望台「はやくできるかけ算」
	
	


２章 平方根
指導時期　２学期制：６月上旬～７月，３学期制：６月上旬～７月　   配当時間：１４時間
	目標
	数の平方根について理解し，数の概念の理解をいっそう深めるとともに，数を用いてものごとをいっそう広く考察・処理することができるようにする。
そのために，

ア．新しい数の存在を知り，その数の必要性と意味を理解し，数の概念をひろめる。
イ．数の平方根の意味を理解し，電卓などを用いてその近似値を求めることができるようにする。
ウ．数の平方根の中には，限りなく続く小数でしか表せない数があることを知り，数直線上の数についての理解を深める。

エ．根号をふくむ簡単な式の計算や変形ができるようにする。

	節
	項
	指 導 内 容
	用語・記号
	指導

時数

	１

平

方

根

(5)
	1 平方根
A(1)ア
	★ペーパージオボードを使っていろいろな正方形をつくり，面積と辺の関係から，これまでに学んでいない数があることを知る。

◎平方根の意味と根号の使い方

◎正の数ａの平方根は２つあり，その絶対値が等しいこと

○０の平方根は０であること

◎平方根の大小


	平方根，ルート，√，根号
	３

	
	
	数学展望台「ルートの由来」
	
	

	
	2 平方根の値
A(1)ア
	◎√５の近似値を求めること

○限りなく続く小数で表される数があること

○√２や√３などの平方根も数直線上に表されること

◎電卓を使った平方根の近似値の求め方


	
	２

	
	
	数学展望台「平方根の値の覚え方」
	
	

	２

根

号

を

ふ

く

む

式

の

計

算

(7)
	1 根号をふくむ式の乗法，除法
A(1)イ
	◎√のついた数の積と商

◎√の外にある数をその中に入れること

◎√の中を簡単な数にすること

○素因数分解を使って，√の中を簡単な数にすること

◎分母に√をふくまない形に変えること

○√のついた数の積と商を利用して，近似値を求めること


	
	４

	
	2 根号をふくむ式の計算
A(1)イ
	◎根号をふくむ式の和と差の計算

◎根号をふくむ式の積の計算（展開公式の利用）


	
	３

	章

末

(2)
	基本のたしかめ
	
	２

	
	章末問題
	
	

	
	数学展望台「分数と循環小数」
	
	


３章 二次方程式
指導時期　２学期制：８月～９月，３学期制：９月　   配当時間：１０時間
	目標
	簡単な二次方程式やその解法を理解し，二次方程式を用いて実際の問題を解決できるようにする。そのために，

ア．二次方程式の必要性とその解の意味を理解する。
イ．平方根を求める方法で ax2=b，(x+m)2 = nの形の二次方程式を解くことができるようにする。
ウ．因数分解を利用して二次方程式を解くことができるようにする。
エ．二次方程式を問題解決に利用することができるようにする。

	節
	項
	指 導 内 容
	用語・記号
	指導

時数

	１

二

次

方

程

式

(6)
	1 二次方程式とその解き方
A(3)ア，イ
	★数量の関係を等式に表すと，x2の項を含む方程式になる場合があること

◎二次方程式とその解の意味

◎ax2=bの解き方

◎(x+m)2 = nの解き方

○x2+px+q=0（pは偶数）の変形とその解き方


	二次方程式，二次方程式の解，二次方程式を解く
	３

	
	2 二次方程式と因数分解
A(3)イ
	◎(x+a)(x+b)=0の意味とその解

◎因数分解を利用して二次方程式を解くこと


	
	３

	２

二

次

方

程

式

の

利

用

(2)
	1 二次方程式の利用
A(3)イ
	◎二次方程式を問題解決に利用すること

○二次方程式の解を，問題について吟味すること


	
	２

	章

末

(2)
	基本のたしかめ
	
	２

	
	章末問題
	
	

	
	数学展望台「ディオファントスの考えた解き方」
	
	


４章 関数y＝ａｘ2
指導時期　２学期制：１０月～１１月上旬，３学期制：１０月～１１月上旬　   配当時間：１４時間
	目標
	具体的な事象の中から２つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べ，関数y=ax2としてとらえられるものがあることを知る。また，その特徴を調べ，問題解決に利用することができるようにする。そのために，

ア.自然現象の中には，関数y=ax2としてとらえられるものがあることを知る。

イ.関数y=ax2について，そのグラフの特徴を理解する。

ウ. 関数y=ax2のとる値の変化の割合を調べ，一次関数との違いを明らかにする。

エ.身のまわりに，関数y=ax2と関わりの深い事象があることを知る。

	節
	項
	指 導 内 容
	用語・記号
	指導

時数

	１

関

数

と

グ

ラ

フ

(7)
	1 関数y=ax2
C(1)ア
	★自然現象などの中には，一次関数では表されないものがあること

◎y=ax2で表される関数関係を表に表し，その特徴を明らかにすること

○関数y=ax2でyはxの２乗に比例するという見方をすること

○与えられた条件からy=ax2の式を求めること


	
	３

	
	2 関数y=ax2のグラフ
C(1)イ
	◎関数y=ax2のグラフとその特徴

○関数y=ax2のグラフとaの値との関係


	放物線，放物線の軸，放物線の頂点
	４

	
	
	数学展望台「パラボラアンテナ」
	
	

	２

関

数y=ax2の

値

の

変

化

(3)
	1関数y=ax2の値の増減と変域
C(1)イ
	◎グラフから，関数y=ax2のyの値の増減を調べること

○xの変域からyの変域を求めること


	
	１

	
	2関数y=ax2の変化の割合
C(1)イ
	◎関数y=ax2の変化の割合
○一次関数と関数y=ax2の特徴

	
	２

	3

関

数y=ax2の

利

用

(2)
	1 身のまわりの関数y=ax2
C(1)
	◎身のまわりに関数y=ax2と関わりの深い事象があること

○平均の速さを求めること


	
	２

	章

末

(2)
	基本のたしかめ
	
	２

	
	章末問題
	
	

	
	数学展望台「ピサの斜塔とガリレイ」
	
	


５章 図形と相似
指導時期　２学期制：１１月上旬～１２月，３学期制：１１月上旬～１２月　   配当時間：１８時間
	目標
	図形の相似の概念を明らかにし，三角形の相似条件をもとにして図形の性質についての理解をいっそう深めるとともに，相似の考えが活用できるようにする。

そのために，
ア．図形の拡大・縮小の意味を知り，それをもとに図形の相似の意味と相似な図形の性質を理解する。

イ．三角形の相似条件を知り，それを使って図形の性質を証明することができるようにする。

ウ．縮図をかいて，距離や高さなどを求めることができるようにする。

エ．平行線と線分の比についての性質を見いだし，これを活用することができるようにする。

オ．三角形の中点連結定理を理解する。

	節
	項
	指 導 内 容
	用語・記号
	指導

時数

	１

図

形

と

相

似

(9)
	1 相似な図形
B(1)ア
	★形は同じで，大きさの違う図形をつくることで，もとの図形と拡大・縮小された図形の関係を学ぶ。
◎図形の拡大・縮小の意味

◎相似の意味と相似な多角形の性質

◎比の性質と相似比


	拡大，縮小，拡大図，縮図，相似，∽，相似比，比の値
	３

	
	2 三角形の相似条件
B(1)ア
	◎三角形の相似条件


	
	２

	
	3 相似条件と証明
B(1)ア
	◎三角形の相似条件を使って図形の性質を証明すること


	
	３

	
	4 縮図の利用
B(1)ウ
	○縮図をかいて，２地点間の距離や建物の高さを求めること


	
	１

	２

平

行

線

と

線

分

の

比

(7)
	1 平行線と線分の比
B(1)イ
	◎三角形の１辺に平行な直線で他の２辺を切り取るときの線分の比

◎２つの直線を平行な直線で切り取るときの線分の比

◎三角形の２辺を等しい比に切り取るときの線分の位置関係


	
	５

	
	2 中点連結定理
B(1)イ
	◎三角形の中点連結定理とその利用


	
	２

	章

末

(2)
	基本のたしかめ
	
	２

	
	章末問題
	
	

	
	数学展望台「分割してみよう」
	
	


６章 三平方の定理
指導時期　２学期制：１月～２月上旬，３学期制：１月～２月上旬　   配当時間：９時間
	目標
	三平方の定理について理解し，それらを活用することができるようにする。

そのために，

ア．直角三角形の３つの辺の長さの関係を具体的な観察や操作を通して調べ，三平方の定理を見いだす。

イ．三平方の定理が証明できることを理解する。

ウ．三平方の定理の意味を理解する。

エ．三平方の定理をいろいろな場面で活用しようとする態度を育てるとともに，活用できるようにする。

	節
	項
	指 導 内 容
	用語・記号
	指導

時数

	１

三

平

方

の

定

理

(3)
	1 三平方の定理
B(2)ア，イ
	★直角三角形の各辺を１辺とする正方形の面積を求め，それらの関係に気づく。

◎三平方の定理とその証明

◎三平方の定理を使って，２辺の長さがわかっている直角三角形の残りの辺の長さを求めること

○三平方の定理の逆について知る。

	
	３

	
	
	数学展望台「ピタゴラスの発見」
	
	

	２

三

平

方

の

定

理

の

利

用

(4)
	1 平面図形への利用
B(2)イ
	◎正三角形の高さと面積
◎三角定規の３辺の比
○円の弦の長さ
◎座標平面上の２点間の距離


	
	２

	
	2 空間図形への利用
B(2)イ
	◎直方体の対角線の長さ
◎正四角錐の高さと体積

	
	２

	
	
	数学展望台「地図上の2地点間の距離」
	
	

	章

末

(2)
	基本のたしかめ
	
	２

	
	章末問題
	
	

	
	数学展望台「ピタゴラスの数」
	
	


